








































Study on the Framework of Tourism Management in the Thinly Populated Areas in Japan
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Abstract：
This study aims to examine the classification and examples of the methods for tourism management in the thinly 
populated areas which possess the cultural heritages connected to local life and local industries.  At first, the examples 
of the world heritage-listed areas in Japan : Shirakawa-go in Gifu pref., Gokayama in Toyama pref., Hongu in Wakayama 
pref., Iwami-ginzan in Shimane pref., are examined to derive the classification of the methods for tourism management. 
Secondly, the proposed framework of tourism management is applied to the recently starting actions for attraction 
of tourist taken in two areas in Wakayama prefecture. One of the example is the pilot tour program implemented in 
the fishing village  of Saikazaki in Wakayama city in 2017.  The other example is the series of measures and projects 
concerning Japan Heritage concentrating on the disaster prevention culture in Hirogawa town, started in 2018.  The 
applicability of the framework of tourism management as well as the potentials for future development of the methods are 












































































おいては、実施主体が行政であるか（Ⅲ -A, Ⅳ -A）、民間で




























































































































































































白川村：1,604 人 約 176 万人















熊野参詣道・中辺路（史跡） 旧本宮町：2,689 人 約 162 万人










約 32 万人（石見銀山 , 2017 年）
約 10 万人（温泉津温泉ほか観
光施設 , 2017 年）




































































































































（白＝白川郷 ,	五＝五箇山 ,	熊＝熊野本宮 ,	石＝石見銀山）
視　点 手　法 白 五 熊 石 事　　　　　例
A. 量 （観光客数）








A3. 観光客数コントロール ○ ・集落ライトアップ完全予約制による入村制限【白】
B. 行動空間
B1. 車両交通規制 ○ ○ ○ ・集落内道路の観光車両規制【白】【五】【石】
・駐車禁止区域の設定【石】
B2. 域内二次交通 ○ ○ ・展望台行きシャトルバス【白】
・路線バス（パークアンドライド），ベロタクシー【石】
B3. ガイダンス施設の設置 ○ ○ ・世界遺産センター【石】【熊】
B4. 民家活用型展示施設 ○ ○ ・合掌造り民家園，和田家，長瀬家など【白】
・相倉民俗館，相倉伝統産業館，五箇山民俗館，塩硝の館【五】















C3. 伝統芸能体験 ○ ○ ・五箇山民謡定期公演【五】
・石見神楽定期公演（湯泉津）【石】
C4. 民家活用型宿泊施設 ○ ○ ○ ・合掌造り家屋の民宿・宿泊施設【白】【五】
・暮らす宿（他郷阿部家，只今加藤家）【石】
D. 受け入れ体制






















































関係主体の関係性を示したものが図 3 であり、モニター ツアー
に際してはこれらの主体のつながりにより実質的な企画運営
チームが成立した。
























































































2019 年 12 月現在において広川町広地区を中心に計画・
事業化されている施策を、３章の観光マネジメント手法の枠組
みに従って整理したものが表 4 である。広川町の年間入り込




















































































































　本研究は JSPS 科研費 15K16597 の助成を受けた成果の
一部である。
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http://gokayama-info.jp（最終閲覧日：2019 年 12 月5日）、大田市観
光サイト「石見銀山ウォー キングミュージアム」https://www.ginzan-wm.
jp（最終閲覧日：2019 年 12月5日）、熊野本宮観光協会 http://www.
hongu.jp（最終閲覧日：2019年 12月5日）、田辺市熊野ツ リーズムビュー
ロ  ーhttp://www.tb-kumano.jp（最終閲覧日：2019 年 12月5日）
5 　白川村では 2003 年に『荻町交通対策基本計画』、2010 年に『白
川村世界遺産マスタープラン』、2013 年に『白川村観光基本計画』
が策定され、これらの計画に基づく関連施策が実施されている。
6 　和歌山市雑賀崎地区の 2017 年 9 月1日現在の人口は 1,189 人、




















































11）『平成 29 年度進捗評価シ トー広川町歴史的風致維持向上計画（平
成 28 年 10月3日認定）』広川町
12）『平成 30 年度進捗評価シ トー 広川町歴史的風致維持向上計画（平
成 28 年 10月3日認定）』広川町
13）『平成 30 年度広川町日本遺産推進協議会事業報告書』広川町
14）『世界文化遺産の保存・管理等に関する実態調査　結果報告書』
総務省行政評価局 , 平成 28 年 1月
受理日　2019 年 12月16日
